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(57)【要約】
　本発明は、集合槽における滞留時間が短縮された、コ
ークス急冷塔からの廃水の浄化方法であって、高温コー
クスの急冷に水を使用し、急冷水を、ごく僅かな回数の
急冷操作に十分な程度のサイズの集合槽内に捕集し、か
つ、急冷水を、下流側の流体力学的な浄化装置に、いか
なる追加的な沈降操作を行うこともなく供給し、その浄
化装置においては、固体が機械的な分離プロセスによっ
て急冷水から分離され、それによって、沈降槽なしの集
水槽の空間節約型配置が可能になる、方法に関する。ま
た、本発明は、急冷塔と、余剰の急冷水を集合槽に搬送
するための急冷水搬送流路と、集合槽と、ハイドロサイ
クロンと、プリーツフィルタと、固体および急冷水の分
離に用いられる遠心分離機とから構成される装置に関す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集合槽における滞留時間が短縮された、コークス急冷塔（４）からの廃水（５ａ）の浄
化方法であって、
　・コークス（２）をコークス炉から押し出して、高温状態においてコークス輸送車（１
）の中に装入し、前記コークス（２）を冷却するように、急冷塔（４）内でコークス（２
）に水（４ｂ）を噴射し、
　・余剰の急冷水（５ａ）を、搬送装置（５）を経由して、集合槽（６）としての水槽（
６）からなる集水装置（６）の中に流入させ、
　・前記搬送装置（５）に傾斜が設けられ、前記傾斜によって、前記急冷水（５ａ）が、
何らの外部作用もなしに前記水槽（６）の中に流入する、
方法において、
　・沈降装置を含まない集水装置（６）の空間節約型の構成を提供できるように、前記水
槽（６）内に得られた前記急冷水（５ａ）を、いかなるさらなる沈降操作も行うことなし
に、下流側の流体力学的浄化装置（９）に流入させ、前記浄化装置（９）において、固体
（９ｃ）を、機械的な分離プロセスによって前記急冷水（９ａ）から分離する、
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の、沈降槽における滞留時間が短縮された、コークス急冷塔（４）から
の廃水（５ａ）の浄化方法において、前記搬送装置（５）が急冷水搬送流路（５）である
、ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の、沈降槽における滞留時間が短縮された、コークス急冷塔（
４）からの廃水（５ａ）の浄化方法において、前記流体力学的浄化装置（９）が、液体（
９ａ）成分および前記固体（９ｃ）成分を分離するために使用される少なくとも１つのハ
イドロサイクロン（９）を含む、ことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の、沈降槽における滞留時間が短縮された、コーク
ス急冷塔（４）からの廃水（５ａ）の浄化方法において、前記集合槽（６）に撹拌装置（
７）が装備される、ことを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載の、沈降槽における滞留時間が短縮された、コーク
ス急冷塔（４）からの廃水（５ａ）の浄化方法において、前記浄化装置（９）への搬送（
８ａ）をポンプ（８）によって実施する、ことを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の、沈降槽における滞留時間が短縮された、コーク
ス急冷塔（４）からの廃水（５ａ）の浄化方法において、前記ハイドロサイクロン（９）
からの前記固体（９ｃ）を含まない水（９ａ）を、固体（１１）をさらに分離するために
プリーツフィルタ（１０）に供給する、ことを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の、沈降槽における滞留時間が短縮された、コーク
ス急冷塔（４）からの廃水（５ａ）の浄化方法において、前記ハイドロサイクロン（９）
または前記プリーツフィルタ（１０）から排出される水（９ａ、１０ｂ）を、中間層であ
ってそこから別の急冷操作のための水を使用できる中間層に供給する、ことを特徴とする
方法。
【請求項８】
　請求項６または７に記載の、沈降槽における滞留時間が短縮された、コークス急冷塔（
４）からの廃水（５ａ）の浄化方法において、前記プリーツフィルタ（１０）から得られ
る急冷水（１０ｂ）を別の急冷操作用として使用する、ことを特徴とする方法。
【請求項９】
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　請求項１乃至８の何れか１項に記載の、沈降槽における滞留時間が短縮された、コーク
ス急冷塔（４）からの廃水（５ａ）の浄化方法において、前記ハイドロサイクロン（９）
からの固体（９ｃ）を、前記固体（９ｃ）をさらに脱水する（１３ａ）遠心分離機または
脱水容器（１２）に供給する、ことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　沈降槽における滞留時間が短縮された、コークス急冷塔（４）からの廃水（５ａ）の浄
化装置において、
　・水の噴射（４ｂ）によって高温コークス（２）を急冷するための急冷塔（４）と、
　・余剰の急冷水（５ａ）を集合槽（６）に搬送する急冷水搬送流路（５）と、
　・前記余剰の急冷水（５ａ）が傾斜によって急冷水槽（６）の中に流入するように、前
記急冷水搬送流路（５）の下部に配置される集合槽（６）と、
　・急冷水の固体懸濁水（８ａ）を下流側のハイドロサイクロン（９）に移送する固体／
水懸濁液（８ａ）用のポンプ（８）と、
　・前記集合槽（６）に隣接して位置するハイドロサイクロン（９）であって、前記沈降
槽（６）からポンプ（８）によって配管（８ａ）を経由して前記固体／水懸濁液が供給さ
れるハイドロサイクロン（９）と、
　・前記ハイドロサイクロン（９）からの水（９ａ）が搬送されるプリーツフィルタ（１
０）であって、前記ハイドロサイクロン（９）からの水（９ａ）をさらに浄化し得るプリ
ーツフィルタ（１０）と、
　・固体のスラッジ（９ｃ）をさらに脱水できる（１３ａ）遠心分離機または脱水容器（
１２）と、
を含む装置から構成されることを特徴とする浄化装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、集合槽における滞留時間が短縮された、コークス急冷塔からの廃水の浄化方
法であって、高温コークスの急冷に水を使用し、急冷水を、ごく僅かな回数の急冷操作に
十分な程度のサイズの集合槽内に捕集し、かつ、急冷水を、下流側の流体力学的な浄化装
置に、いかなる追加的な沈降操作を行うこともなく供給し、前記浄化装置においては、固
体が機械的な分離プロセスによって急冷水から分離され、その結果、沈降槽のない集水槽
の空間節約型配置が可能になる、方法に関する。また、本発明は、急冷塔と、余剰の急冷
水を集合槽に搬送するための急冷水搬送流路と、集合槽と、ハイドロサイクロンと、プリ
ーツフィルタと、固体および急冷水の分離に用いられる遠心分離機とから構成される装置
に関する。
【０００２】
　コークスの製造においては、石炭をコークス炉内で高温に加熱し、石炭の揮発成分をガ
ス化して捕集または燃焼する。この方法のステップから、コークス化後に１０００℃を超
える高温のコークスが得られ、コークス炉チャンバから、コークス用として用意されるコ
ークス急冷車の中に押し出される。使用する石炭のタイプに応じて、コークスは、いくら
かの灰分およびダストを含んでいる。通常、コークスは、コークス急冷車内において水に
よって急冷され、これによって、取り扱いおよび貯蔵が可能な温度に冷却される。ほぼす
べての一般的な実施形態において、コークス急冷車は、コークス炉チャンバの前端面に沿
って平行に動かすことができ、通常、急冷ステーションまたは急冷塔に移動される。普通
の急冷法の一実施形態が独国特許第１２５３６６９Ｂ号明細書に示されている。
【０００３】
　湿式急冷法に従って高温コークスを水で急冷する場合、大量の急冷水が使用されるが、
その急冷水は、コークス炉チャンバからコークスを押し出した後直ちに、赤熱コークス用
として設けられる急冷塔内において赤熱コークスの上に注水される。それによって、大量
の水蒸気が生成され、それは、急冷塔から流出して、大抵遠方からよく見える形で大気中
に放出される。コークスは、１０００℃を超える温度から取り扱い可能な温度まで冷却し
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なければならないので、水は相当余剰にかつ大量に加えられる。蒸発しなかった水は、急
冷車下部の急冷塔から流出し、集合槽内に捕集される。急冷水は、続いて、さらに処理さ
れるか、または処分される。コークスは、通常微粒子構造の灰分およびダストをも含むの
で、これらの成分を、急冷水によって一緒にコークスから洗い流し、同伴して運び去る。
このため、急冷水を浄化しなければならない。
【０００４】
　国際公開第２００４０９６７１９Ａ１号パンフレットは、窒素化合物、シアン化物およ
び硫化物を含むコークス廃水の浄化方法であって、コークス廃水は、液体サイクルの中に
組み込まれるリアクタを通過し、このリアクタには少なくとも１つの気体透過膜のホース
が設けられ、その内部に酸素含有加圧ガスが供給され、液体浸漬膜のホースの外面上には
生物膜が維持され、その生物膜の内部領域（膜ホースの気体透過性のために酸素リッチで
ある）において、廃水中に含まれる窒素化合物は、選択的に硝酸塩に硝化され、同時に硝
酸塩は、生物膜の貧酸素の外側領域において、脱窒素されて元素窒素になる、方法を記述
している。このプロセスは、コークス廃水の浄化を簡単化し、急冷水の浄化に適してもい
るが、その性能は、なお、大量の固体を含む廃水の場合特に、効率的な固体分離ステップ
によって左右される。
【０００５】
　先行技術においては、急冷水は、最初に、固体が沈降および沈殿し得る集合槽および沈
降槽に供給される。この方法のステップは、固体の大部分がきわめて細かい微粒子構造で
あり、従って沈殿が非常の緩慢であるので、大きな空間と長い時間とを要する。従って、
得られた急冷水は、大抵の場合、コスト面の理由からさらに浄化されることなく、さらな
る処理なしに次の急冷操作に使用されることが多い。このため、微粒子固体の一部分がダ
ストの形態で急冷水にまだ含まれているので、次の急冷操作において、著しい付加的なダ
スト負荷がもたらされることになる。この理由から、沈降ステップおよび引き続く浄化ス
テップの効率を改善する試みには事欠かなかった。
【０００６】
　独国特許出願公開第３３１９４３５Ａ１号明細書は、コークス急冷水処理プラントによ
ってコークス廃水を浄化する方法を記述している。この処理プラントは、沈降槽と、沈降
した固体を脱水する機能を有する水切り槽であって、コークス急冷水が交互に注入される
２つ以上の槽を備えた水切り槽とから構成され、その場合、各槽は、固体の濃度レベルが
特定のレベルに達して水の流入が閉止されると、水切り槽として機能する。この装置は、
槽の濃度レベルが特定のレベルに達すると、槽を切り離して、固体をほとんど完全に脱水
することを可能にする。しかし、この装置は、複数の槽構成のために大きな空間を必要と
し、かつ、固体の脱水に非常に時間がかかる。決定パラメータとしての沈殿速度はほとん
ど一定であるので、他の手段がなければ、槽の深さを増大しても役に立たない。
【０００７】
　急冷プロセス直後の急冷水の沈降槽用としてより小さな空間しか必要としないが、固体
含有急冷水を適切な時間の枠内でかつ経済的に効率的に浄化する方法が、さらに探求され
ている。
【０００８】
　従って、コークス急冷水処理プラントの場合には、水による高温コークスの急冷直後に
固体含有水または固体懸濁水として得られる余剰のコークス急冷水に対して用いる沈降槽
の個数および容量を低減することが目標となる。
【０００９】
　本発明は、この目標を、最初に、コークス急冷の間の余剰の急冷水を集合槽内に捕集し
、それを、急冷操作の完了直後に、いかなる沈降または沈殿操作をも行うことなく、適切
なポンプによって、急冷水を固体と固体を含まない水とに即時に分離する流体力学的浄化
装置（ｈｙｄｒｏｄｙｎａｍｉｃ　ｐｕｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ）に搬送す
る、方法によって実現する。
【００１０】
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　ポンプは、高濃度に固体を含有する急冷水もしくは急冷水懸濁液を、閉塞なしに、また
は、固体／水懸濁液に含有される摩耗性固体によって損傷されることなしに搬送し得るも
のとして選定される。流体力学的浄化装置としては、特に、固体懸濁水の固体と水とへの
急速分離を可能にするハイドロサイクロンが考えられる。固体と水とは、浄化された水を
さらなる浄化処理なしに急冷プロセスにさらに使用できる程度まで、懸濁水から固体が除
去されるように分離される。しかし、必要な場合には、得られた固体またはハイドロサイ
クロンによって浄化された水を、分離プロセスの末端においてさらに浄化できる。
【００１１】
　特に、集合槽における滞留時間が短縮された、コークス急冷塔からの廃水の浄化方法で
あって、
　・コークスをコークス炉から押し出して、高温状態においてコークス輸送車の中に装入
し、コークスを冷却するように、急冷塔内でコークスに水を噴射し、
　・余剰の急冷水を、搬送装置を経由して、集合槽としての水槽からなる集水装置の中に
流入させ、
　・搬送装置には傾斜が設けられ、その傾斜によって、急冷水が、何らの外部作用もなし
に水槽の中に流入する、
方法において、
　・沈降装置を含まない集水装置の空間節約型の構成を提供できるように、水槽内に得ら
れた急冷水を、いかなるさらなる沈降操作も行うことなしに、下流側の流体力学的浄化装
置に流入させ、その浄化装置において、固体を、機械的な分離プロセスによって急冷水か
ら分離する、
ことを特徴とする方法が特許請求される。
【００１２】
　本発明を実施するために、集合槽を急冷塔の下部に配置して、水が、別の搬送装置なし
にその集合槽の中に流入するようにする。水は、導水搬送装置を通って集合槽に導かれる
。この搬送装置は、例えば急冷水搬送流路である。
【００１３】
　本発明の一実施形態においては、浄化装置が、液体および固体成分の分離に用いられる
少なくとも１つのハイドロサイクロンを含む。先行技術において、固体含有廃水の浄化に
使用され、かつ廃水処理分野の専門家には周知のハイドロサイクロンを用いることができ
る。固体および水の十分かつ急速な分離に適したハイドロサイクロンの例が、独国特許出
願公開第１０２００４０３８１２５Ａ１号明細書に示されている。固体および水の分離に
適したハイドロサイクロンを含む急冷水の浄化装置の例が、米国特許第６６４１７２１Ｂ
２号明細書に提示されている。本発明を実施するには、１つのハイドロサイクロンの容量
が十分でない場合は、いくつかのハイドロサイクロンを用いることも可能である。この場
合は、いくつかのハイドロサイクロンの懸濁水の流れを、直列または並列に接続すること
ができる。
【００１４】
　本発明によれば、ハイドロサイクロンが好ましい実施形態であるが、ハイドロサイクロ
ン以外の流体力学的浄化装置を用いることも可能である。例えば、プリーツフィルタ、ス
クリーン装置または分離機も考えることができる。大抵の場合、これは、固体懸濁水およ
びコークス炉プラントの条件によって左右される。
【００１５】
　本発明の別の実施形態においては、集合槽に撹拌装置が装備される。これによって、集
合槽内に固体の堆積が生じることが確実に回避される。その結果、すべての固体を懸濁水
として、下流側の流体力学的浄化装置に分離用として供給できる。
【００１６】
　通常、固体／水懸濁液は、急冷操作の直後に流体力学的浄化装置に送られる。この浄化
装置への搬送はポンプによって実施することが望ましい。このポンプは、灰分含有種およ
びダスト含有種の石炭の場合に見られるような高濃度の固体含有流れを、経済的に有用な
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稼動寿命でもって、かついかなる損傷をも蒙らずに、搬送し得るように作製されかつ装備
されなければならない。このようなポンプの適切な実施形態が、国際公開第２００４０５
９１７３Ａ１号パンフレットおよび米国特許第４０８６０２９Ａ号明細書に記述されてい
る。このポンプは、もちろん、多重構成として用いることも可能である。
【００１７】
　大抵の場合、固体を除去されたハイドロサイクロンからの流出水は、何らの処理なしに
使用できる。特に、ハイドロサイクロンを多重構成として使用すると、分離率は十分に高
い。しかし、特定の目的用としては、流体力学的分離ユニットからの流出水をさらに浄化
することが必要になる場合がある。例えば、浄化操作から得られる水を、別の急冷に使用
するのではなく、プラント運転用の用水として使用しなければならない場合がそれに該当
するであろう。本発明の一実施形態においては、ハイドロサイクロンまたはプリーツフィ
ルタから放出される水を中間槽に送り、その中間槽から、水を、別の急冷操作用として使
用できる。プリーツフィルタは当該技術分野で周知であり、一般的かつ適切な実施形態が
米国特許第３７９９３５４Ａ号明細書に記述されている。
【００１８】
　浄化プロセスの間に得られた水は、任意の別の用途に用いることができる。本発明の一
実施形態においては、本発明を具現化する方法において浄化された水が、別の急冷操作用
として使用される。別の実施形態においては、プリーツフィルタから得られた急冷水が別
の急冷操作用として用いられ、その結果、別の急冷操作においてきわめて低いダスト負荷
を実現できる。
【００１９】
　浄化操作の間に得られた固体は別の任意の用途にも使用できる。本発明の一実施形態に
おいては、ハイドロサイクロンからの固体を遠心分離機または脱水容器（ｄｅｗａｔｅｒ
ｉｎｇ　ｖｅｓｓｅｌ）に送り、その中で固体をさらに脱水する。液体および固体の貯蔵
用として用いられる中間槽を、この方式の任意の点において設けることができ、液体用の
貯蔵タンクは、一般的に、さらに大きな空間を必要としない形態においてのみ用いられる
。
【００２０】
　沈降槽における滞留時間が短縮された、コークス急冷塔からの廃水の浄化装置であって
、
　・水の噴射によって高温コークスを急冷するための急冷塔と、
　・余剰の急冷水を集合槽に搬送する急冷水搬送流路と、
　・余剰の急冷水が傾斜によって急冷水槽の中に流入するように、急冷水搬送流路の下部
に配置される集合槽と、
　・急冷水の固体懸濁水を下流側のハイドロサイクロンに移送する固体／水懸濁液用のポ
ンプと、
　・集合槽に隣接して位置するハイドロサイクロンであって、沈降槽からポンプによって
配管を経由して固体／水懸濁液が供給されるハイドロサイクロンと、
　・ハイドロサイクロンからの水が搬送されるプリーツフィルタであって、ハイドロサイ
クロンからの水をさらに浄化し得るプリーツフィルタと、
　・固体のスラッジをさらに脱水できる遠心分離機または脱水容器と、
を含む装置から構成される浄化装置も特許請求される。
【００２１】
　本発明は、コークス急冷水の浄化装置、特に集合槽または沈降槽の空間節約型の構成を
容易にする利点を有すると共に、さらに、コークス急冷操作の余剰の急冷水から生じる固
体／水懸濁液の時間節約型の浄化を容易にする利点も有する。
【００２２】
　以下、本発明を図面によって説明する。この図面は、事例的な一実施形態のみを表現し
ており、本発明はこれに限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
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【００２３】
【図１】図１は、本発明によるコークス急冷塔からの廃水の浄化装置の一実施形態を示す
。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　赤熱コークス（２）を含むコークス急冷車（１）を、レール（３）上において、急冷塔
（４）の下部に押し込む。急冷車（１）を急冷塔（４）の中に押し込んだ後、急冷塔の中
で、コークスに、急冷水タンク（４ａ）から水（４ｂ）を噴射する。これによって、蒸気
（４ｃ）が発生し、これは急冷塔（４）から上方に上昇する。蒸発しなかった余剰の水（
５ａ）は、急冷水搬送流路（５）を経由して、最大でも１回分かまたは２回分の容量に十
分な寸法の集合槽（６）に供給される。この集合槽には、コークス急冷水内において固体
が堆積しないように、撹拌装置（７）が装備される。急冷操作が完了すると、集合槽（６
）の閉止装置（６ａ）を開いて、固体／水懸濁液を、懸濁水に適したポンプ（８）を用い
て、配管（８ａ）からハイドロサイクロン（９）に搬送する。ハイドロサイクロンは、固
体／水懸濁液を、閉止装置（９ｂ、９ｄ）によって水（９ａ）および固体（９ｃ）に分離
する。水（９ａ）はプリーツフィルタ（１０）に送られ、そこで、水圧（１０ａ）によっ
て、固体が完全に除去される。これによって、固体を含まない水（１０ｂ）と、弁（１０
ｃ）から排出される固体とが生成される。得られた固体（１１ａ）は貯蔵タンク（１１）
に送られる。ハイドロサイクロン（９）から生じる固体（９ｃ）は、脱水槽（１２）に達
し、そこで完全に脱水される。得られた残留水は流出ノズル（１２ａ）から排出され、脱
水された固体（１２ｂ）についても同様である。脱水容器（１２）から生じる固体（１３
ａ）は、貯蔵タンク（１３）に送られ、任意の別の用途に用いることができる。
【符号の説明】
【００２５】
　１　コークス急冷車
　２　赤熱コークス
　３　レール
　４　急冷塔
　４ａ　急冷水貯留槽
　４ｂ　水噴射ユニット
　４ｃ　蒸気
　５　急冷水搬送流路
　５ａ　余剰急冷水
　６　集合槽
　６ａ　閉止装置
　７　撹拌装置
　８　ポンプ
　８ａ　配管
　９　ハイドロサイクロン
　９ａ　水
　９ｂ　閉止装置
　９ｃ　固体
　９ｄ　閉止装置
　１０　プリーツフィルタ
　１０ａ　水圧供給
　１０ｂ　固体を含まない水
　１０ｃ　固体用の閉止装置
　１１　　固体貯蔵タンク
　１１ａ　固体
　１２　脱水容器
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　１２ａ　閉止装置
　１２ｂ　固体用の閉止装置
　１３　貯蔵タンク
　１３ａ　固体

【図１】
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